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AI技術の進化と情報サービス産業の
 変革に向けて

会長あいさつ

一般社団法人長野県情報サービス振興協会　会長　神　澤　鋭　二

2026年度通常総会開催

　ＮＩＳＡ会員の皆様、こんにちは。2026年度通常総会の開催に
あたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本日は、ご多忙中にもかかわらず、本総会に多くの皆様にご出
席頂き、誠に有難うございます。また、長野県産業労働部産業
立地・ＩＴ振興課長　蔵之内様におかれましては、大変お忙しい中、
ご出席頂き重ねてお礼申し上げます。
　本日の総会では、昨年度の事業報告／収支決算と今年度の事
業計画／収支予算の議案のほか、第３号議案として「理事改選
（案）」を上程しております。十分にご審議を頂いた後に、ご承認
を賜りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。

　さて、中東情勢の悪化など世界経済の不確実性が続く一方で、
ＩＴ分野ではＡＩ技術の急速な進化により、大きな変革期を迎え
ています。ChatGPTをはじめとする生成ＡＩが社会に浸透してか
ら約３年が経過し、ＡＩ技術は単なる支援ツールから、自律的に判
断し行動するエージェントヘと進化しつつあります。この変化は、
情報サービス企業のビジネスモデルや提供価値そのものを根本か
ら変える可能性を秘めており、我々に対する期待や求められる役
割も大きく変化しています。
　当協会(ＮＩＳＡ)は、長野県内の情報サービス産業の健全な発
展と産業の情報化を推進し、地域社会の活性化に貢献することを
目的としています。このような場で繰り返しお話ししていますが、
多くの企業がＤＸを推進する中、期待される役割を果たしていく

ためには、先進技術への対応力を高め、顧客企業の課題解決に
伴走し、新たな価値創造に取り組むことが不可欠です。単なるシ
ステム開発者ではなく、デジタル技術を活用した企業変革のパー
トナーとして、顧客や社会から信頼される存在へと進化していく
こと。これが、我々情報サービス企業に求められています。
　これまでも、当協会では「ＤＸ実現に向けた他機関との連携事
業」や「県内のデジタル人材育成に向けた取り組み」などを積極
的に進め、ＤＸ認定事業者としての活動を展開してきました。今
後も、「ＮＩＳＡビジョン」の実現に向けて、新しい時代に相応し
い情報サービス産業の発展と地域社会の活性化を目指してまいり
ます。本年度も様々な取り組みに積極的に挑戦していきたいと存
じますので、引き続きご支援・ご協力の程よろしくお願い申し上
げます。
　本日は、総会終了後の16:00から講演会、その後に懇親会を予
定しております。講演会では、信州大学工学部教授　和崎様に、
「生成ＡＩからＡＩエージェントヘ：自律型ＡＩが変える企業システ
ムの実装と戦略」というテーマでご講演頂きます。最新の技術動
向と企業システムヘの実装について、貴重なお話を伺えるのでは
ないかと楽しみにしております。
　最後になりますが、本日お集り頂いた皆様、並びにＮＩＳＡ会
員の今後の益々のご発展とご健勝を心から祈念致しまして、私か
らの挨拶とさせていただきます。

NISA 2026年度 通常総会
来賓あいさつ

長野県産業労働部　産業立地・IT振興課　課長　蔵之内　真紀 氏

　長野県産業労働部産業立地ＩＴ・振興課長の蔵之内 真紀でござ
います。
　本日は、一般社団法人長野県情報サービス振興協会の総会が、
関係の皆様のご出席のもと盛大に開催されますこと、心よりお祝
い申し上げます。
　ＮＩＳＡ及び会員の皆様におかれましては、日頃より、県の産
業労働行政に格別の御理解と御協力を賜りますとともに、「信州
ＩＴバレー構想」の推進に多大なる御支援・御尽力をいただいて
おりますことに、この場をお借りして厚く御礼を申し上げます。
　さて、昨年12月に県が公表いたしました、「県内ＩＴ市場と県
内ＩＴ関連企業の実態把握等に関するアンケート調査結果」では、
県内企業において、「ＩＴやデジタル化に関わる人材がいない」と
の回答が30.7%と最も多く、企業のＩＴ・デジタル人材の不足が
明らかとなりました。一方、生成AIを始め、技術革新が急速に進
展し、社会全体におけるＩＴ活用の重要性は一層高まっておりま

す。こうした状況を踏まえますと、県内企業におけるIT活用に対
するニーズは、今後さらに拡大していくものと認識しております。
　そのような中、ＮＩＳＡの皆様におかれましては、情報サービス
産業の発展と、県内産業におけるデジタル化やＤＸの推進に向け、
会員対象のセミナー・講演会の開催による事業開発や、ＮＩＳＡ学
園による人材開発等の様々な取組により、大きく貢献いただいて
おりますことに、改めて心から感謝いたします。
　県では、今年度の主な取組として、「デジタル化一貫支援サイト」
の充実を図るとともに、専門人材による伴走支援を通じて、県内
企業のデジタル化をより一層強力に支援してまいります。また、
新たな取組として、ＤＸハイスクール採択校における探究活動に対
し、県内ＩＴ企業が伴走支援を行う事業を始めます。併せて、県
内IT企業の皆様が当該支援に参画する際の補助などを行ってまい
ります。
　皆様におかれましては、「デジタル化一貫支援サイト」のご活
用をお願い申し上げますとともに、ＤＸハイスクールへの伴走支援
をご検討の際には、ぜひ県の事業をご利用いただければと思いま
す。
　「信州ＩＴバレー構想」につきましては、昨年度、神澤会長に
もご参画いただき、見直しの検討を進めて参りましたが、報道に
もありましたとおり、改定を見送り、ＡＩの利活用策など、改めて
検討することとなりました。改めて皆様にお示しできるよう検討
を進めて参りたいと考えておりますので、引き続きご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。
　デジタル技術を活用し、長野県産業の持続的な成長を実現して
いくため、今後とも、ＮＩＳＡの会員の皆様を始め、県内の事業者
様の声をお聞きしながら、県といたしましても精一杯の努力をし
ていく所存です。
　ＮＩＳＡ及び会員の皆様におかれましては、ご支援・ご協力を賜
りますよう、改めてお願い申し上げます。
　結びに、長野県情報サービス振興協会の益々の御発展と、会
員の皆様の御活躍、御多幸を心から御祈念申し上げ、お祝いの
言葉とさせていただきます。本日は誠におめでとうございます。
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